
ワクチンは若者の健康を守ります

日常的に接する家族、友人、同僚を守ります

リスクをふまえてもメリットが上回ります

若い皆さんは、コロナに感染しても多くは軽症で済むと思っているかもしれま

せんが、軽症の場合でも、３８度を超える高熱や、咳が２週間以上続くなど、つ

らい症状が出ますし、嗅覚や味覚障害、疲労感などの後遺症に苦しんでいる方も

います。

新型コロナワクチンは、２回の接種で免疫ができることによって、発症の確率

を大きく減らすことができ、仮に発症した場合でも、症状のある期間を短くした

り、重症化を防ぐ効果が期待できます。

また、時間の経過に伴い低下した感染予防効果や重症化予防効果等は、追加接

種により高められることが、臨床試験や様々な疫学研究等で報告されています。

ワクチンが守るのは、接種した本人だけではありません。ワクチンを接種する

ことで、仮に感染してしまった場合でも、ウイルスの量を低く抑える効果が知ら

れているため、日常的に接する家族、友人、同僚を守る効果も期待できます。

厚生労働省では国内外の多くのデータから、発症予防効果などのワクチン接種

のメリットが、副反応のリスクを上回ると評価していることから、接種をお勧め

しています。

また、ワクチンに関しては様々な情報が溢れていますが、その中には事実に基

づかないものもありますので、御注意ください。

新型コロナワクチンについて

若い世代の皆さまに知ってほしいこと

山口県 新型コロナウイルス感染症対策室

ワクチン接種専門相談センター
０８３-９０２-２２７７（FAX:０８３-９０２-２２１２）
○ ワクチンの副反応等に関する相談
○ 副反応発生時の受診に関するアドバイス
○ ワクチンの有効性・安全性に関する情報提供

薬剤師が
対応


